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施 設 名     岡山県岡山国際交流センター 

【指定管理者の概要】 

 名 称 一般財団法人岡山県国際交流協会 代表者 代表理事 野﨑 泰彦 

 所在地 岡山県岡山市北区奉還町二丁目２番１号 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日 報告期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 

・施設及び設備の利用等の許可  
・施設及び設備の維持管理、修繕等 
・各種生活情報の提供及び多言語相談等 
・国際交流及び多文化共生に関する活動の推進  等 

【管理体制の状況】 
 
 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 会議室等   合  計 

許 
可 
件 
数 

４年度 ３，５６２   ３，５６２ 

３年度 ２，５０９   ２，５０９ 

増減     １，０５３   １，０５３ 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設等の維持管理業
務 

清掃業務・夜間機械警備業務・設備管理業務・設備保守点検業務・緑化管理業
務 

会議室等使用許可業
務 

許可件数 3,562件（会議室関係 3,560件、貸事務所 2件） 
 

情報相談コーナー・
図書資料室の運営業
務 

相談・情報提供等 2,212人、図書資料室の利用 4,891人、多言語生活相談 
144回、外国人のための無料法律相談 11回 など 
 

地域の国際化を推進
する事業の実施等 

岡山の魅力発信事業、災害救援専門ボランティア研修会、地域共生サポーター
研修会、日本語講座 302回、子ども日本語学習サポーター派遣 258回 など 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 会議室等   合  計 

 収 入 額 70,323,500    70,323,500  

 利用件数 3,562    3,562  

 減 免 額 1,215,350    1,215,350  

 減免理由  ・地域の国際化の推進を目的とした利用 111件 

センター長 

（事務局長） 

センター長代理（次長） 

次長（企画情報） 

<民間事業者> 

清掃業務・夜間機械警備業務・設備管理業

務・設備保守点検業務・緑化管理業務 

総務課員 

企画情報課員 

（常勤６名、非常勤５名） 

（常勤８名、非常勤１名） 

（常勤） 

（常勤） 

（常勤） 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

３年度      

 
 

備 考 
 

 
４年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 120,253,742 △9,954,696 130,208,438 
 
４年度収入額 
その他の主なもの 
・負担金収入 
    429,002円 
 
 
 
 
 

内 
 
 
訳 

指定管理料 44,626,984 △34,888,571 79,515,555 

利用料金収入 70,323,500 22,047,925 48,275,575 

事業収入 541,671 167,453 374,218 

その他 4,761,587 2,718,497 2,043,090 

 支 出 額 Ｂ 143,559,017 4,233,261 139,325,756 

内 
 
 
訳 

人件費 56,462,709 △1,656,083 58,118,792 

管理運営費 77,395,517 5,004,101 72,391,416 

事業費 9,700,791 885,243 8,815,548 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ △23,305,275 △14,187,957 △9,117,318 

県への納入金 － － － 

実質的な県負担額 31,565,957 △3,151,526 34,717,483 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

 
Ｂ 

包括協定書に規定する業務仕様書及び事業計画に基づき、概ね適切な
施設の管理が行われた。 
 

②法令等の遵守 
状況 

 
Ｂ 

建築基準法、消防法などの規定を遵守した上で、監督機関の指導等に
対し、概ね適切に対応した。 
 

③安全性の確保 
 

 
Ｂ 
 

施設・設備の点検等を専門業者に委託して実施し、安全性は概ね確保
された。 
 

④財産の適切な   
管理 

 
Ｂ 

 要補修箇所の速やかな修繕や備品等の保全を行い、概ね適切な財産の
管理が行われた。 
 

 
導
入 
効
果 

① 利用状況 Ｂ 

 コロナ禍においても、サービス向上及び施設利用のPR、また既存顧客
の継続利用へ向けた働きかけや新規顧客の獲得に努めた。 
【施設利用者数(情報相談コーナー等含む)】 
    R4：129,090人 ← R3：86,650人 

② 収支状況 Ｃ 

 貸会議室等の施設利用料収入は昨年度より増加したものの、コロナ前
の水準には戻っておらず、また燃料費の高騰により管理運営費が増加し
たことなどから、収支が悪化した。 
 

③ サービス向上 

 
Ｂ 

インターネットを利用した会議等の増加や、利用方法の多様化に合わ
せ、設備の充実を図ったほか、男性用トイレにサニタリーボックスを設
置するなど、安全安心で快適な環境整備を進め、サービスの向上に努め
た。 

管理運営業務全般 Ｂ 
包括協定書及び事業計画書に基づき、施設の利用や維持管理、各種国

際化事業の実施など、概ね適切に管理運営業務が履行された。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


